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医
事
新
聞
（
第
六
一

布
し
た
勅
令
（
第
五
．

◎
勅
令
第
五
十
四
号

九
州
大
学
は
法
令
上
は
東
北
大
学
（
一
九
○
七
年
六
月
創
設
）
に
次
い
で
わ
が
国
で
四
番
目
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
が
、
福
岡
医
科

大
学
時
代
を
含
め
る
と
実
質
的
に
は
三
番
目
の
大
学
と
見
な
し
う
る
（
こ
れ
は
九
大
関
係
者
の
共
通
し
た
認
識
で
あ
る
）
。
実
際
、
福
岡
医
科
大

学
設
置
の
勅
令
が
公
布
さ
れ
た
一
九
○
三
年
を
も
っ
て
、
九
州
大
学
の
創
設
の
年
と
す
る
の
で
今
年
が
創
立
百
周
年
に
あ
た
る
。

医
事
新
聞
（
第
六
百
三
十
五
号
）
紙
上
で
明
治
三
十
六
年
の
記
事
（
明
治
三
十
六
年
四
月
十
日
）
を
み
る
と
、
福
岡
医
科
大
学
の
設
置
を
公

布
し
た
勅
令
（
第
五
十
四
号
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
福
岡
医
科
大
学
卜
称
ス

明
治
三
十
年
勅
令
第
二
百
九
号
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
二
条
京
都
帝
国
大
学
ノ
分
科
大
学
ハ
帝
国
大
学
令
第
九
条
二
依
ラ
ス
法
科
大
学
第
一
医
科
大
学
第
二
医
科
大
学
及
文
科
大
学
理
工
科

大
学
ト
シ
第
二
医
科
大
学
ハ
之
ヲ
福
岡
二
置
ク
第
一
医
科
大
学
ヲ
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
卜
称
シ
第
二
医
科
大
学
ヲ
京
都
帝
国
大

朕
京
都
帝
国
大
学
官
制
中
改
正
ヲ
裁
可
シ
葱
二
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
か
ら

九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
へ
の
道
の
り

佐
藤
裕

御
名
御
爾
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ま
た
、
同
号
に
は

◎
勅
令
第
六
十
八
号

勅
令
第
六
十
八
号
を
以
て
京
都
帝
国
大
学
講
座
を
公
布
せ
れ
り
、
其
医
科
大
学
に
於
け
る
講
座
は
左
の
如
し

京
都
医
科
大
学

解
剖
学
二
講
座

医
化
学
一
講
座

病
理
解
剖
学
二

薬
物
学

婦
人
科
、
産
科
学

外
科
学

皮
層
病
学
、
徽
毒
学

衛
生
学福
岡
医
科
大
学

解
剖
学
一
講
座

外
科
学
一
講
座

同
号
に
は
京
都
医
科
大
学
と
と
も
に
福
岡
医
科
大
学
の
陣
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二
講
座

一
講
座二

講
座

一
講
座

一
講
座

二
講
座

一
幸
塑
座

一
講
座

内
科
学

眼
科
学

生
理
学

病
理
学

一
華
亜
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

内
科
学

小
児
科

眼
科
精
神
病
学

法
医
学

二
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

一
講
座

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
桂
太
郎

文
部
大
臣
理
学
博
士
菊
池
大
麓

明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
四
日

伯
爵

理
学
博
士

男
爵
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か
く
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
は
創
設
当
初
、
外
科
（
大
森
治
豊
・
東
大
明
治
十
二
年
卒
）
、
内
科
（
熊
谷
玄
旦
・
東
大
明
治
十

二
年
卒
）
、
眼
科
、
解
剖
の
四
講
座
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
初
代
学
長
兼
附
属
医
院
長
と
な
っ
た
元
県
立
福
岡
病
院
長
の
大
森
治
豊
（
大

森
自
身
は
東
京
大
学
医
学
部
を
明
治
十
二
年
に
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
た
二
十
名
の
内
の
一
人
）
は
、
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
新
設
大
学
を
よ

り
一
層
盛
り
立
て
て
い
く
た
め
に
、
日
本
全
国
の
高
等
学
校
か
ら
俊
英
を
呼
び
集
め
る
と
と
も
に
、
教
官
と
し
て
東
京
大
学
か
ら
新
進
気
鋭

の
医
学
者
を
招
聰
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学
卒
の
医
学
徒
が
将
来
福
岡
医
科
大
学
の
教
授
と
な
る
べ
く
、
海
外
留
学
の
た
め
に
渡
欧
し
て
い

る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
同
年
の
医
事
新
聞
（
第
六
百
三
十
九
号
、
明
治
三
十
六
年
六
月
十
日
）
は
、
東
京
大
学
在
職
中
の
高
山
正
雄
（
法
医
学
）
、

久
保
猪
之
吉
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
、
旭
憲
吉
（
皮
膚
病
梅
毒
科
）
、
榊
保
三
郎
（
精
神
病
学
）
の
四
名
が
福
岡
医
科
大
学
の
教
授
候
補
と
し
て
、
専

門
科
目
修
得
の
た
め
三
年
間
の
独
逸
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
創
設
以
後
次
々
に
赴
任
し
て
き
た
教
授
達
は
、

医
学
者
と
し
て
も
一
流
で
あ
り
、
多
く
の
先
駆
的
な
業
績
を
残
す
と
と
も
に
、
大
森
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
福
岡
医
科
大
学
に
入
学
し
た
学

生
を
熱
意
を
持
っ
て
医
育
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
明
治
三
十
六
年
に
入
学
し
た
第
一
回
生
は
、
明
治
四
十
年
十
二
月
十
二
日
に
福
岡
医
科
大
学
の
卒
業
の
日
を
迎
え
た
。
当
日
、

文
部
大
臣
よ
り
藤
沢
後
藤
の
両
名
の
優
等
生
に
対
し
て
恩
賜
の
賞
が
伝
授
さ
れ
た
後
、
大
森
学
長
は
告
辞
と
し
て
熱
く
以
下
の
ご
と
く
述
べ

「
文
部
大
臣
閣
下
並
二
諸
君

本
日
本
学
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
ヲ
挙
行
ス
ル
ニ
際
シ
畏
ク
モ
陛
下
ョ
リ
優
等
卒
業
生
二
恩
賜
ア
リ
治
豊
感
激
二
耐
エ
ズ
又
閣
下
並
諸

君
ノ
賓
臨
ヲ
辱
フ
シ
タ
ル
ハ
洵
二
本
学
ノ
光
栄
ナ
リ
回
顧
ス
レ
バ
本
学
ハ
明
治
三
十
六
年
四
月
二
創
立
、
同
年
九
月
ニ
其
授
業
ヲ
開
始
シ
タ

リ
故
二
歳
尚
浅
ク
未
ダ
設
備
ノ
完
キ
ヲ
期
シ
難
シ
ト
雛
モ
各
教
授
ノ
熱
心
奮
励
ニ
依
り
第
一
回
卒
業
生
ヲ
出
ス
ニ
至
し
り
弦
二
其
労
ヲ
謝
ス

附
属
医
院
ハ
元
福
岡
県
立
病
院
ヨ
リ
建
物
其
他
一
切
ヲ
挙
ゲ
テ
之
ヲ
承
継
シ
創
立
卜
同
時
二
院
務
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ
福
岡
県
二

謝
ス
ベ
キ
所
ト
ス
本
学
創
立
後
戦
局
其
他
ノ
事
故
ニ
ョ
リ
未
ダ
開
学
ノ
典
礼
ヲ
挙
行
ス
ル
ニ
暇
ア
ラ
ザ
リ
キ
、
今
ヤ
エ
事
略
成
り
己
一
一
第
一

た
0
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回
卒
業
生
ヲ
出
ス
ル
至
ル
、
故
二
今
日
書
記
官
二
託
シ
、
本
学
事
業
概
略
ヲ
閣
下
並
諸
君
ノ
清
聴
ニ
達
ス

「
明
治
四
十
年
十
二
月
十
二
日
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
ノ
盛
典
ヲ
挙
ゲ
ラ
レ
文
部
次
官
閣
下
ヲ
始
メ
貴
紳

ノ
来
臨
ヲ
辱
フ
シ
訓
示
祝
詞
ヲ
賜
フ
生
等
一
生
ノ
面
目
卜
云
フ
ベ
シ
回
顧
ス
レ
バ
在
学
四
年
間
事
二
当
り
折
二
触
レ
教
授
諸
先
生
ノ
薫
陶
誠

二
懇
篤
ヲ
極
メ
タ
リ
ト
雌
生
等
ノ
不
才
其
高
囑
二
添
フ
ヲ
得
サ
リ
シ
ハ
深
ク
蜥
槐
二
堪
へ
ザ
ル
処
也
今
ャ
二
十
余
年
ノ
学
生
生
活
ヲ
終
へ
進

ン
デ
既
習
ノ
学
術
技
芸
ヲ
実
地
二
試
ミ
或
ハ
更
二
研
究
ノ
地
歩
ヲ
進
メ
斯
界
ノ
難
局
二
赴
カ
ン
ト
ス
豈
感
慨
ノ
深
キ
モ
ノ
ナ
ヵ
ル
ベ
ヶ
ン
ヤ

生
等
不
肖
卜
雌
規
程
ノ
学
芸
ヲ
授
ケ
ラ
レ
略
医
学
ノ
何
タ
ル
ヲ
解
ス
若
夫
奮
起
一
番
更
二
深
遠
奥
秘
ノ
学
理
ヲ
閏
明
シ
神
驚
鬼
憎
ノ
妙
技
ヲ

習
得
ス
ル
ヲ
思
う
無
ン
（
諸
先
生
ノ
薫
陶
何
ニ
ョ
リ
テ
カ
躍
動
セ
ン
生
等
今
回
ノ
卒
業
ヲ
以
テ
専
門
的
研
究
ノ
第
一
歩
卜
思
意
ス
徒
二
雀
躍

狂
喜
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
雛
依
リ
テ
前
途
一
線
ヲ
劃
シ
真
理
ノ
曙
光
勇
逼
進
ヲ
誘
う
モ
ノ
、
如
ク
眼
界
頓
二
展
開
シ
来
レ
ル
ノ
感
ア
リ

諸
君
ハ
実
二
本
学
第
一
回
ノ
卒
業
生
ニ
シ
テ
其
名
誉
ハ
本
学
創
立
卜
共
二
永
ク
紀
念
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
従
ツ
テ
其
責
任
ノ
大
ナ
ル
コ
ト
ヲ
忘

ル
ベ
カ
ラ
ス
惟
フ
ニ
諸
君
ガ
本
学
創
立
ノ
際
二
虎
シ
幾
多
困
難
二
屈
セ
ズ
孜
々
ト
シ
テ
研
領
二
勧
メ
、
本
学
ノ
基
礎
ヲ
堅
固
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル

ハ
後
進
学
生
ノ
為
二
多
ト
ス
ル
所
ナ
リ
今
ャ
諸
君
ハ
本
学
規
程
ノ
学
科
ヲ
修
了
シ
各
自
所
期
ノ
任
務
二
就
カ
ム
ト
ス
皇
二
光
栄
卜
謂
フ
ベ

シ
、
サ
レ
ド
医
学
ノ
発
展
ハ
驍
々
ト
シ
テ
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ
前
途
尚
遼
遠
ナ
リ
、
諸
君
男
益
性
逼
進
斯
学
ノ
攻
究
ニ
カ
メ
、
以
テ
国
家

ノ
須
要
二
応
ゼ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ベ
シ
諸
君
夫
レ
膳
ヲ
勉
メ
ョ

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
森
治
豊
」

大
学
長
正
五
位
医
学
博
士

最
後
に
、
総
代
の
井
上
敬
義
が
以
下
の
ご
と
き
答
辞
を
述
べ
て
式
典
は
終
了
し
、
懇
親
会
に
移
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
時
、
参
集
者
が
式
場

に
用
意
さ
れ
た
鍋
、
す
な
わ
ち
「
学
士
鍋
」
、
を
賞
味
し
た
こ
と
か
ら
、
医
学
部
卒
業
記
念
式
典
な
ら
び
に
同
窓
会
誌
を
「
学
士
鍋
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

つ

た
酉

0

卒
業
生
諸
君
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か
く
て
、
日
本
で
三
番
目
に
創
設
さ
れ
た
福
岡
医
科
大
学
か
ら
五
十
八
名
の
医
学
士
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
こ
の
第
一
期
生
の
中
か
ら
、

後
に
母
校
の
教
授
に
な
っ
た
の
が
、
第
一
外
科
の
赤
岩
八
郎
（
昭
和
二
年
就
任
）
と
第
二
外
科
の
後
藤
七
郎
（
大
正
八
年
就
任
）
で
あ
り
、
三
宅

外
科
に
入
局
し
た
橋
本
策
は
、
甲
状
腺
の
病
理
学
研
究
か
ら
「
リ
ン
パ
腫
性
甲
状
腺
腫
」
と
い
う
病
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
功
績
か
ら
同

病
は
「
橋
本
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

翌
明
治
四
十
三
年
二
九
一
○
年
）
十
二
月
に
は
勅
令
第
四
百
四
十
八
号
を
も
っ
て
九
州
帝
国
大
学
の
設
置
が
、
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
二

九
二
年
）
｜
月
に
は
文
部
省
令
第
三
十
六
号
に
て
、
工
科
大
学
の
開
設
が
公
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
（
一
九
二
年
）
三
月
三
十
一
日

に
は
勅
令
第
四
十
五
号
を
も
っ
て
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
か
ら
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
へ
の
所
属
替
え
が
行
わ
れ
、
福
岡
医
科

大
学
は
京
都
帝
国
大
学
か
ら
離
れ
て
、
新
し
く
九
州
帝
国
大
学
の
一
分
科
大
学
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
福
岡
医
科
大
学
は
九

州
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
な
る
ま
で
の
八
年
間
に
、
三
百
三
十
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

そ
し
て
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
二
月
七
日
に
は
、
勅
令
十
三
号
を
も
っ
て
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
か
ら
「
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
」

加
フ
ル
二
生
等
ハ
第
一
回
卒
業
生
ト
シ
テ
我
大
学
ノ
真
価
ヲ
世
二
示
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
大
任
ヲ
有
ス
是
蓋
生
等
ノ
勉
努
力
ヲ
要
ス
ル

所
為
メ
ニ
潭
身
ノ
血
涌
キ
肉
動
ク
ヲ
覚
１
豈
安
逸
拱
手
徒
爾
二
終
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
此
盛
典
二
際
シ
肌
蕪
辞
ヲ
延
べ
テ
高
諭
二
答
フ

そ
し
て
、
大
正
八
年
二

に
改
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
九
州
大
学
医
学
部
百
年
史
編
集
委
員
）

卒
業
生
総
代
井
上
敬
義
」


